
 

定例記者会見 発表事項１ 
                             平成２２年１０月２９日 

 

香川大学における男女共同参画への取り組みについて 
 
 
 
 
 

 

 
１．科学技術振興調整費について 
  科学技術振興調整費は、総合科学技術会議の方針に沿って文科省が運用を行う競争的研究資金です。
「女性研究者支援モデル育成」は、そのプログラムの一つであり、平成 22 年度は 19 件の応募に対し
て１０件が採択されています。                        （参考資料１） 
 
２．「香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」について 
 本学の事業プランである「香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」は、事業期間を平成 22
年度～24 年度の 3 カ年とし、以下の事業に取り組む予定です。また、本事業推進のためのコーディ
ネーターとして、元岡山市男女共同参画相談支援センター相談員の長安

ながやす

めぐみ氏を任命(特任教授)
しました。                                 （参考資料２） 
 ＜事業の目標＞                              
  ①学内女性研究者の比率を本事業終了時点で 19％以上とする。（2009 年度:17.1%） 

②自然科学系大学院(医･農･工研究科)の女子学生の比率を 25％以上とする。（2009 年度:23.9%） 
   ③科学研究費補助金に自然科学系女性研究員が全員応募するとともに、採択率が全国平均と 

なるようにする。（2009 年度:全国平均 22.0%） 
   ④事業終了時、育児等を行う女性研究者への満足度調査で 8割以上から良好な回答を得る。 
  ＜事業の内容＞ 
   ①学内の女性研究者のための支援体制・組織を整備する。 
   ②研究と出産・育児等の両立の支援など、女性研究者の負担軽減をはかる。 
   ③女性研究者支援に対する学内の意識醸成と研究者を目指す女性の拡大をはかる。 
   ④県内他大学や研究機関と連携して、地域ぐるみの女性研究者支援の機運を高める。 
   本事業の実施により、本学はもとより県内の他大学や研究機関との連携をとおして県内の女性研
究者の増加、研究水準、内容の向上にも貢献してまいりたいと考えています。さらには、四国内の
大学等とも連携して四国全体の女性研究者の研究環境の充実にも貢献してまいります。 

 
３．男女共同参画推進に向けての基本理念・基本方針の決定等 
  本学では１０月１８日に第一回男女共同参画推進委員会を開催して、男女共同参画推進に向けての
基本理念・基本方針を決定するとともに、育児等に取り組む教職員の負担軽減のための申し合わせ
を行いました。                           （参考資料３、４、５） 

 
４．その他の取り組み 
  本学は、既に「次世代認定マーク『くるみん』」を取得して、育児休業や短時間勤務制度の充実、
保育園の設置など職員が働きやすい環境づくりを推進しています。『くるみん』は、次世代育成支援
対策法に基づき、一定要件を満たす事業主に対して都道府県労働局長が認定する制度です。 

（参考資料６） 
                                       以 上 

 
 
 
 

 
 

本学が、国の平成 22 年度科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」プログラムに応募し
ておりました事業プラン『香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を』が採択され、この度、当
事業を推進していくために学内に「男女共同参画推進委員会」及び「男女共同参画推進室」を設置
しました。 
本事業を通して、本学はもとより県内の他の大学、研究機関、行政との連携を図り、地域の女性
研究者がその能力を最大限発揮できる環境づくりにも貢献してまいります。 

 問い合わせ先  
香川大学 男女共同参画推進室  
特任教授 長安めぐみ 
TEL：087-832-1055 FAX：087-832-1057 
E-mail：sankaku＠ao.kagawa-u.ac.jp 
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１．平成２２年度科学技術振興調整費採択状況 

プ ロ グ ラ ム 名 提案件数 採択件数 
社会ｼｽﾃﾑ改革と研究開発の一体的推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
①気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会ｼｽﾃﾑの
改革ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
②健康研究成果の実用化加速のための研究･開発ｼｽﾃﾑ関連の
隘路解消を支援するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
③安全･安新な社会のための犯罪･ﾃﾛ対策技術等を実用化する
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 
  ４０ 
 
  ２５ 
 
  ３５ 

 
４ 

 
６ 

 
  ９ 

若手研究者の養成ｼｽﾃﾑ改革 
①若手研究者の自立的研究環境整備促進 
②ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出若手研究人材養成 

 
  １５ 
  １３ 

 
   ６ 
   ６ 

女性研究者支援ｼｽﾃﾑ改革 
①女性研究者支援ﾓﾃﾞﾙ育成 
②女性研究者養成ｼｽﾃﾑ改革加速 

 
  １９ 
  １５ 

 
  １０ 
   ７ 

地域再生人材創出拠点の形成   ３４    ６ 
ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ科学技術協力の戦略的推進 
①戦略的環境ﾘｰﾀﾞｰ育成拠点形成 
②国際共同研究の推進 

 
  １３ 
  ９３ 

 
   ５ 
  １４ 

合   計 ３０２     ７３ 
（採択通知日：平成 22 年 5 月 21 日） 

２．女性研究者支援モデル育成採択状況 

  女性研究者支援モデル育成は、女性研究者がその能力を最大限発揮できるようにするため、
大学や公的研究機関を対象として、研究環境の整備や意識改革など、女性研究者が研究と出
産・育児等の両立や、その能力を十分に発揮しつつ研究活動を行える仕組み等を構築するモデ
ルとなる優れた取り組みを支援するものです。 

 

提 案 課 題 名 機 関 名 
   つがルネッサンス！地域でつなぐ女性人才 弘前大学 
   共生の時代を拓く、いわて女性研究者支援 岩手大学 
   多様性活力発揮に向けての女性研究者支援 岐阜大学 
   しなやか女性医学研究者支援みやこモデル 京都府立医科大学 
   元気！活き生き女性研究者・公立大学モデル 大阪府立大学 

Mastery for Service に基づく女性研究者支援 関西学院大学 
   徳島大学 AWA(OUR)サポートシステム 徳島大学 
   香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を 香川大学 
   愛媛大学｢坂の上の雲｣女性研究者育成プラン 愛媛大学 
   地域社会で育む『輝く女性研究者』支援 大分大学 
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香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を
－実施内容－実施内容

達成目標
① 学内女性研究者の比率を本事業終了時点で１９％以上とする。（平成21年度：17％ 117/688人）
② 自然科学系大学院の女子学生の比率を２５％以上とする （平成21年度：24％ 128/535人）② 自然科学系大学院の女子学生の比率を２５％以上とする。 （平成21年度：24％ 128/535人）
③ 科学研究費補助金に自然科学系女性研究員が全員応募するとともに、採択率が全国平均となるようにする。
④ 事業終了時の育児等を行う女性研究者への支援満足度調査において、8割以上から良好との回答を得る。

本事業での取り組み

（１） 学内の女性研究者のための支援体制・組織の整備
・ 学長の下に全学的な体制を構築する。
・ 学外の行政 機関 団体 大学等とネットワークを構築する・ 学外の行政、機関、団体、大学等とネットワークを構築する。

（２） 研究と出産・育児等の両立の支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因の軽減
・ 各種情報の提供 ・ 相談体制の整備
・ 地域資源を活かした保育・託児の場の確保 ・ 女性研究者の研究活動支援

（３） 女性研究者支援に対する学内の意識の醸成と研究者を目指す女性の拡大
・ 学内教職員の意識改革・啓発活動 ・ 大学役員等と女性研究者の意見交換会開催
・ 未来の女性研究者の育成・確保 ・ 女子学生への説明・交流会開催 等

（４） 他大学や研究機関との連携
・ 県内他大学等とのネットワークづくり、シンポジウムの開催

学長

男女共同参画推進体制

・・・ 基本・重要事項の審議

学長

男女共同参画推進委員会
（委員長：学長 委員：学術・広報担当理事、室長、副室長、部局長）（委員長 学長 委員 学術 広報担当理事、室長、副室長、部局長）

男女共同参画推進室
室 長 ： 労務担当理事

他
の
学

室 長 ： 労務担当理事
副室長 ： コーディネーター（＊１）、兼任教員
室 員 ： 女性研究者支援員（＊２）

女性研究者育成員（＊３）
人事、給与福利、研究協力各ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 他

学
内
組
織

連携

人事、給与福利、研究協力各ｸ ﾙ ﾌ ﾘ ﾀ 他
織

連
携

行政、団体、他大学、研究機関、企業等

（＊１） コーディネーター ： 女性研究者に対するワンストップサービスとして、次の業務を行う。
① 出産 育児 介護 研究活動等ら関する相談・支援① 出産、育児、介護、研究活動等ら関する相談・支援
② 地域における保育関係機関の情報収集、女性研究者への情報提供
③ 学内外とのネットワークづくり
④ 女性研究者の交流会、高等学校等への説明会開催
⑤ 女性研究者同士の共同研究のマッチング

（＊２） 女性研究者支援員 ： 大学本部と各部局との女性研究者にかかる連絡 情報提供 女性研究者の意見の取りまとめ（＊２） 女性研究者支援員 ： 大学本部と各部局との女性研究者にかかる連絡、情報提供、女性研究者の意見の取りまとめ、
相談業務を行う。

（＊３） 女性研究者育成員 ： 部局の女子学生に対して、研究活動、キャリアパス等の相談、各種イベントの開催を行う。
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